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今
議
会
に
は
、
22

年
度
の
行
政
組
織
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。　
　

　

合
併
後
４
年
を
経
過
し
、
行
政
組
織
機

構
改
革
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
大

方
本
庁
、
佐
賀
支
所
と
し
、
課
の
統
廃
合
、

産
業
推
進
室
の
設
置
を
行
う
提
案
で
し
た
。

支
所
推
進
が
充
実
で
き
る
か
、
産
業
推
進

室
を
置
く
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
ま

し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
情
報
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
条
例
、
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
が
四
万

十
市
、
宿
毛
市
と
結
ば
れ
る
こ
と
や
、
一

般
会
計
の
補
正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

20

年
度
決
算
で
は
、
一
般
財
源
の
歳
入

で
町
税
の
滞
納
繰
越
分
が
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
悪
質
な
滞
納
者
へ
の
処
分
や
差

し
押
さ
え
、
20

年
度
設
置
し
た
債
権
管
理

機
構
へ
の
移
管
効
果
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
今
期
は
普
通
交
付
税
が
地
方
再

生
対
策
費
と
し
て
重
点
配
分
さ
れ
た
の
で
、

地
方
交
付
税
全
体
で
、
２
・
97

％
伸
び
ま
し
た
。

　

町
の
借
金
も
、
中
央
保
育
所
、
佐
賀
保

育
所
の
建
設
事
業
等
が
増
え
、
膨
ら
ん
で

い
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
の
運

営
に
、
関
係
市
町
村
で
１
億
円
の
赤
字
補

て
ん
、
固
定
資
産
税
の
免
除
を
し
て
い
ま

す
が
、
21

年
度
に
は
基
金
が
５
千
万
円
と

な
る
見
込
み
で
、
22

年
度
以
降
に
は
２
億

円
の
赤
字
が
出
る
の
で
は
と
の
報
告
で
し

た
。
公
共
交
通
バ
ス
２
社
に
も
、
運
営
補

助
金
の
支
出
が
あ
り
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
両
公
共
交
通
網
で
す
が
、
か
な
り
厳
し

い
運
営
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
般
寄
付
金
と
ふ
る
さ
と
納
税
合
わ
せ

て
、
８
６
６
万
５
千
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
プ
レ
ー

ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ら
し
等
を
購
入
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
の
要
望
に
応
え
る

よ
う
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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20
年
度
決
算

総
体
的
に
は
問
題
な
し

■

20

年
度
の
決
算

　

大
き
く
問
題
に
な
る
よ
う
な
内
容
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

〈
一
般
会
計
〉

　

不
用
額
の
中
で
、
教
育
費
、
約
１
千
６

万
円
は
耐
震
検
査
の
入
札
減
等
に
よ
る
も

の
で
す
。
民
生
費
で
は
、
約
１
１
７
６
万

円
が
保
育
所
の
工
事
に
伴
う
設
計
変
更
等

に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
す
。
ゴ
ミ
の
予
算

で
約
３
４
６
万
円
の
不
用
額
は
、
ゴ
ミ
の

減
量
に
よ
る
の
と
、
コ
ー
ク
ス
が
値
上
が

り
し
て
補
正
を
組
ん
だ
が
、
予
算
程
に
値

上
が
り
せ
ず
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
で

す
。
ち
な
み
に
ゴ
ミ
が
減
量
し
た
の
は
、

人
口
の
減
少
が
一
番
の
理
由
だ
そ
う
で

す
。

〈
特
別
会
計
〉

「
宮
川
奨
学
資
金
」

　

貸
付
金
額
は
約
２
１
６
６
万
円
で
、
高

校
生
19

人
、
大
学
生
47

人
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
昨
今
の
経
済
状
況
を
反
映
し
て
、

滞
納
額
は
19
年
度
よ
り
増
額
し
て
い
ま
し
た
。

「
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
」

　

こ
の
会
計
は
町
が
貸
し
て
い
る
資
金
を

返
し
て
も
ら
う
だ
け
で
す
が
、
ま
だ
約
８

千
万
円
以
上
残
高
が
あ
り
、
そ
の
対
応
が

毎
年
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ

の

他
、
「
国

保
」
や
「
介

護

保

険
」

な
ど
を
含
め
て
８
つ
の
会
計
が
付
託
さ
れ

ま
し
た
が
、
特
別
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
条
例
が
一
部
改
正

　

保
険
料
支
払
い
が
滞
っ
た
場
合
、
延
滞

金
の
条
例
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。
延
滞
金

２
千
円
以
上
、
３
ヶ
月
以
上
の
場
合
、
年

14

・
６
％
の
延
滞
金
が
付
き
ま
す
。
今
ま

で
は
「
２
千
円
」
・
「
３
ヶ
月
」
と
具
体
的

な
数
字
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
数
字

を
明
記
し
た
こ
と
で
、
延
滞
金
が
よ
り
鮮

明
化
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に

保
険
料
が
年
金
天
引
き
で
は
な
い
高
齢
者

は
、
月
１
万
５
千
円
以
下
の
年
金
額
で
す
。
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